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都市基盤・環境

　緑区は武蔵野特有の雑木林が多い農村地帯でしたが、首都圏の拡大に伴ってJR京浜東北線
に近い区の西部や武蔵野線の東浦和駅、東川口駅周辺で宅地化が進んできました。緑の多いゆ
とりある住宅地が形成されていますが、生活基盤の整備が不十分な市街地もみられます。中央
部に広がる見沼田圃は地域の貴重な環境資源であり、農地や自然環境の保全とともに、市民に
親しまれる場として期待されています。
　区内の幹線道路網は、南北方向に走る国道122号や第二産業道路、東西方向に走る国道463
号により構成されています。鉄道駅は、東浦
和駅（JR武蔵野線）、浦和美園駅（埼玉高速鉄
道）がありますが、区境近くに位置しているた
め、バスなどが果たす役割が大きく、公共交通
の利便性の増大が求められています。
　区役所周辺には、図書館、ホールなどを備え
たプラザイーストが整備されており、今後、地
域の核となっていくことが望まれます。

【特性】

▲

緑区は市の東南部に位置し、見沼田圃に代表される自然環境に恵まれ、地域の歴
史を伝える多くの文化財が示すように古くから人の暮らしが営まれた地域です。現在も、緑
豊かな住宅地として多くの市民が暮らしていますが、スポーツ・交流・自然をテーマとした
「国際アメニティ＊タウン」の整備が進められるなど、新しいまちづくりの進展も期待されて
います。

緑区

地域資源

　緑区は、埼玉県緑のトラスト保全1号地の国昌寺の斜面林に代表される見沼田圃の豊かな自
然環境、さぎ山記念公園や大崎公園をはじめ、
緑の豊かな公園などの環境資源に恵まれてい
ます。また、大門宿本陣表門、見沼通船堀、氷
川女体神社や浦和くらしの博物館民家園など、
地域の歴史を伝える文化財、神社仏閣や伝統
ある祭りや催しものが多く残されています。こ
のほか、埼玉スタジアム2002は、まちづくりに
新しい展開をもたらすものと期待されています。

埼玉スタジアム2002

斜面林
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産　業

　区内には、今のところ大規模な商業集積はありませんが、東浦和駅周辺や道路沿いに形成さ
れた商店街が分布しています。近年では、郊外型の量販店や飲食店が増加しています。
　また、農地では水稲や畑作、植木・花

か き

卉栽培などが広く行われてきましたが、近年では観光農
園など都市近郊の立地条件を生かした新たな経営形態への転換の努力も図られています。

コミュニティ

　区内では、勤労者を中心とする子育て世帯など、比較的若い年代の転入者によって人口が増加
しています。農家などの旧来の住民層と転入者とでは、生活上の関心事やまちづくりに対する思
いなどが異なることも多く、自治会活動やコミュニティ活動などへの関心にも違いがみられます。
　住みよいコミュニティづくりには、様々な機会を通じた交流により相互理解を進め、住民活動の
活性化を図ることが求められます。
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緑区の将来像

見沼田圃や武蔵野の面影を残す雑木林、斜面林など、地域の豊かな緑を大切にしながら、
自然環境と調和した生活を実現し、住んで楽しい心の通い合うまちづくりを住民参加によ
り進めます。

まちづくりのポイント

●	コミュニティリーダーの育成と、だれもが参加でき支え合うコミュニティづくり
●	地域の文化財などの歴史・文化資源を活用し、子どもの時から自分のまちに関心を持つ、我
がまちを誇りとするひとづくり

郷土愛を育てるまちづくり1

大門宿本陣表門 見沼通船堀 氷川女体神社

●	子育て支援、介護が必要な高齢者に対する支援の充実による、だれもが暮らしやすいまちづ
くり

●	様々な工夫によるボランティア活動の活性化
●	福祉・防犯・防災など、声をかけあい、お互いの顔が見えるまちづくり

生活者に優しいまちづくり2

●	緑豊かな環境を生かし、その保全に配慮したまちづくり
●	見沼田圃の農地や斜面林、雑木林などの自然環境の保全と活用
●	生き物の里の創造・復元

自然と共生するまちづくり3
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●	人と環境に優しい公共交通体系の構築
●	土地区画整理事業＊などによる計画的な市街地の形成や居住環境の向上
●	ボランティア活動の活性化による、ごみの減量化やリサイクル活動

生活環境の整ったまちづくり4

●	区民が支える地域商業の活性化
●	産直販売や観光農園など、地産地消＊による農業の活性化
●	駅や区役所周辺における拠点整備

にぎわいのあるまちづくり5

項　目 面積（a）
（km2）

人　口（b） 人口密度（b/a）

平成17年
（人）

平成25年見通し
（人）

平成17年
（人／ k㎡）

平成25年見通し
（人／ k㎡）

緑区（A） 26.51 105,387 123,000 3,975 4,600

さいたま市（B） 217.49 1,185,777 1,268,000 5,452 5,800

市全体に占める割合（A/B） 12.2％ 8.9％ 9.7% − −

■ 人口の見通し

原山市民プールプラザイースト

注1：面積は、国土地理院「平成16年　全国都道府県市区町村別面積調」による。
注2：平成17年の人口は、住民基本台帳及び外国人登録による10月1日現在の人口。平成25年見通しは概数。
注3：端数処理の関係上、区ごとの「市全体に占める割合」を合計すると100にならないことがあります。


